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利用・用途・応用分野

マイクロ波の伝送線路、結合器、共振器、分配器等に応用。周波数を一定として放射ビー
ムの方向を制御でき、自動車や歩行用ロボットの障害物検知用アンテナとして用いれる。

目的・課題 解決ポイント

従来のマイクロストリップ線路型の右手／
左手系線路を漏波アンテナとして使用する
場合、周波数の可変範囲が小さい場合に
は放射電磁波の方向を広範囲に変更制
御することはできなかった。
本発明では、電磁波の周波数を一定とし
ても放射方向を容易に変更制御すること
ができるストリップ線路型伝送路を用いた
アンテナを提供することを目的とする。

本発明のストリップ線路型右手／左手系複
合線路は、一部あるいは全部を誘電率可
変材料とした誘電体からなる平板状の基板
と、基板の中間面に配置され、一定方向に
周期的に配置された複数の導体パターンと、
基板の表面および裏面に配置された接地
導体を有する。前記導体パターンは、他の
導体パターンおよび前記接地導体とは直流
的に絶縁され設けられたものである。
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本発明のストリップ線路型伝送路を用いたアンテナでは、接地導体間に直流電圧を印加して
基板の誘電率を変更制御し、放射ビームの放射角度を広範囲に変更制御することが可能で
ある。また、放射電磁波の周波数を一定にして放射角度を変更制御できるため、放射角度を
変更するための制御回路が簡単化されるとともに、送受信回路も簡単化される。さらに、基板
両面の接地導体を誘電率可変材料の誘電率制御用の電極として用いることで、直流電圧印
加のための余分な電極が不要となり、構造が簡単になると同時に設計も容易となる。 さらに
複数の開口の面積をそれぞれ異なるものとしてそれぞれの開口からの電磁波放射量を任意
に調整することができ、開口の面積を電磁波入力端子に近いものほど小さく遠いものほど大
きく設定して、それぞれの開口からの電磁波放射量をほぼ一定とし、アンテナの指向特性を
改善することができる。

【アンテナ構成図】
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